
（別紙様式４－１） 
                                   （県立高等学校・中学校用） 

 
熊本県立阿蘇中央高等学校 平成３０年度学校評価表 

 

１ 学校教育目標 
 阿蘇の大自然のもと、互いに切磋琢磨し、素直な心と豊かな人間性を養い、幅広い知識と教養を
身に付け、将来を担う高い資質と誇りを持った人材を育成する。 
また、校舎制高校の特性を最大限活かした教育活動を実践し、両校舎に学ぶ生徒が互いに認め合い
高め合いながら、母校愛、郷土愛の醸成を図る。 

 

２ 本年度の重点目標 
ア 新たな伝統づくり 
（ア）両校舎の伝統理解と母校愛と郷土愛の涵養 
（イ）両校舎間の特性を生かした教育実践と情報共有の推進 
（ウ）学校行事や部活動の充実と円滑な運営 
（エ）保護者会活動の発展と充実への積極的な支援 
イ 生徒の夢の実現に向けた、徹底した進路保障 
（ア）自分自身の生活を振り返り、自ら考え、行動を律する生徒の育成 

・元気なあいさつ、清楚な身なり、正しい言葉遣い 
（イ）基礎基本の確かな定着と、生徒が主体的に考える授業づくり 
  ・公開授業の積極的実践、相互授業参観の推進（授業力の向上） 
（ウ）進路情報の収集・提供と面接指導の充実 
（エ）行事、インターンシップ・ボランティア活動等の体験活動への積極的参加 
（オ）総合選択制の円滑な実施 
ウ 信頼される学校づくりへの取組 
（ア）地域社会に理解される学校作りの推進 
（イ）積極的な広報活動の展開と内容の充実 
（ウ）地元中学校への訪問による情報の共有と連携の強化 
（エ）ボランティア活動の実施による地域社会への貢献 

 

３ 自己評価総括表 
評
価 

成果と課題 評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 

大項目 小項目 

学校 
経営 

自ら考え、

主体的組

織的に行

動する教

職員 

各教育活動の

工夫及び改善 

働き方改革に向け

て業務改善を行っ

ている。 

・目指す生徒像を踏まえて

既存の行事要項や資料

を点検し、修正を行って

いる。 

Ｂ 

アクティブラーニングでの 
授業展開やＩＣＴを活用し 

たわかりやすい授業に取り 
組んでいるが、新規設備の 
充実が不足している。 

教職員として

の指導力及び

資質の向上 

各校務分掌におけ

るＯＪＴに積極的

に取り組む。 

 

・各主任主事と連携し業務

分担と業務遂行を工夫

する。 
Ｂ 

各部会や教科会を効率よく
実施し、互いに協力して業務

を遂行できているが、仕事量
に偏りがあると指摘があり、
次年度に向けて検討する。 

両校舎の

連携 

両校舎間の教

職員の融和 

両校舎合同の学年

会、教科会、部会

を学期に１回以上

開催する。 

・各主任主事が日程の調整

及び連絡体制を確立す

る。 
Ｂ 

長期休業前後の合同運営委
員会で各部・各科の次学期に
向けた打合せを行った。また

、両校舎の主任同士で密に連
絡を取り業務を進めた。 

生徒の交流行

事の充実 

２つの校舎を持つ

学校として生徒の

心の交流を図る行

事を充実させる。 

・教職員間及び生徒間で協

働の学校行事づくりを

行う。 Ｂ 

体育祭、文化祭は、両校舎 
の生徒の学習情報交換の場 
として、生徒、職員の心の 

交流を図ることができ、大 
変効果的であった。 

地域との

連携 

地域貢献事業

やボランティ

ア活動の推進 

各学科や多くの生

徒が年１回以上の

地域貢献を行う。 

 

・地域の関係機関との連携

やボランティア活動の

啓発を行う。 
Ｂ 

クラス役員にボランティア 

係が置き、担当教師から情報 
が随時発信されたため、地域 
の行事やボランティア活動 

へ積極的に参加できた。 

教育活動の情

報発信 

教育活動の成果を

積極的に広報する

。 

 

・ホームページ等による広

報を充実させる。 

・市広報や報道機関への情

報提供を行う。 

Ｂ 

ホームページの更新は阿蘇 

清峰校舎では積極的に行わ 
れた。県や地域の広報誌に 
も情報提供できた。 



学力 
向上 

授業の充

実 

「分かる」授

業の構築 

基礎基本事項をよ

り理解させるため

に、授業の相互評

価を行う。 

・教務部が授業の相互評価

を立案し、学期に１回行

う。 

・教科会で教材検討を行う 

Ｂ 

スキルアップ週間を年３回
設け、授業力向上に努めた。
ＩＣＴを活用した授業や能

動的学習に重点を置いた教
材の工夫も見られた。 

基礎学力

の定着と 

学習習慣

の確立 

自宅学習の確

立 

自宅学習時間の確

保、定着のための

手立てを講じてい

る。 

 

・自宅学習での状況把握を

行う。 

Ｂ 

自学の習慣づくりのために 

家庭学習用の課題配付や宅 
習時間調査を続けている。次 
年度からは、１・２年生は朝 

の自学時間を設定する方向 
で検討中である。 

個に応じた指

導の充実 

個別指導の実施と

課題提出を徹底さ

せる。 

・習熟度に応じた課題を提

供し提出された課題の

点検と返却を行う。 
Ａ 

習熟度に違いが大きいので 
今後も生徒の適性に合った 
個別指導や意欲を高める面 

談を実施していく。 

キャ
リア
教育 
(進路 
指導) 

進路目標

の実現 

生徒が希望す

る進路の実現 

３年生全員の進路

実現を達成する。 

・３学年と進路指導部が連

携し「進路開拓」「面接

小論文指導の徹底」「二

者・三者面談の充実」を

行う。 

Ａ 

１年生から進路意識を高め 
ていくために、三者面談、 

大学・職場見学、進路調べ 
学習等を実施している。３ 
年次には面接、小論文指導 

を繰り返し行い、進路保障 
に貢献できた。 
 

３年間を見通

したキャリア

教育の推進 

望ましい職業観及

び勤労観を涵養す

る。 

・学年または学科がインタ

ーンシップを計画し事

前事後指導を行う。 

・進路ガイダンスを活用す

る 

Ｂ 

各事業所での職場体験によ
り貴重な体験ができ、生徒に

は好評であった。日程につい
ては、各学科や近隣中学校の
事情があり、今後とも調整し

て実施する。進路ガイダンス
も有意義であった。 

早い段階で進路目

標を掲げさせる。 

・ガイダンスや講演会を開

催する。 

・保護者説明会を開き情報

提供する。 

Ｂ 

ガイダンス等を計画通り行 

うことができた。「進路の 
手引き」の利用については 
、今後とも学年団と連携し 

て啓発に努める 

 
生徒 
指導 

 

基本的生

活習慣の 

確立 

自らを律する

生徒の育成 

日頃から整容指導

に力を入れている

。 

・二校舎間で指導の統一を

図り、自ら整容を律する

ことができるように継

続指導を徹底する。 
Ｂ 

スマホに関係した人間関係 

のトラブルが多くなってお 
り、使用上のマナーについて 
普段から啓発していく。服装 

・頭髪検査は生徒・保護者へ 
の丁寧な事前説明が必要に 
なってきている。 

礼を重んじる

生徒の育成 

日頃から元気よく

あいさつができる

ように指導してい

る。 

 

・生徒指導部が集会時の礼

法を指導し徹底させる。 

・全職員が授業時のあいさ

つ指導や登校指導を行

う。 

Ｂ 

登校指導や教科指導等の場 
面で、挨拶や整容面について 
徹底してきており、地域から 

も好印象で受け止められて 
いる。今後とも丁寧に継続し 
て指導する。 

生徒会活

動と 

部活動の

活性化 

行事への主体

的参画 

生徒会が主体的に

学校行事の企画や

提案を行うよう支

援している。 

 

 

・生徒会各委員会の定期的

開催と活動の活性化を

図る。 

・生徒会執行部への助言。 

・生徒主体の生徒総会実施

。 

Ａ 

生徒会を中心に定期的な委
員会活動が実施されており、

生徒の自主性を育てる取組
が地道に行われている。体育
祭や文化祭は生徒が主役と

なり自発的に活動する場面
が多く見られた。 

大会やコンク

ール等への積

極的出場 

両校舎合同による

参加機会の増加と

、日常の活動の活

性化を図る。 

 

・両校舎顧問が連携し、積

極的な指導を行う。(部

顧問会を年に３回行う) 
Ｂ 

両校舎の職員が連携して、文 
化部門、体育部門ともに活動 

を熱心に支援しており、生徒 
の学校生活の充実に貢献し 
ている。その結果として、各 

種大会で優秀な成績を収め 
た。 

人権
教育
の推
進 
  

職員及び

生徒の 

人権感覚

の醸成 

職員の人権教

育研修の推進 

職員が人権感覚を

磨き、授業や生徒

指導に活かす。 

・校内外の研修に積極的に

参加する。 

・幼小中学校を含めた地域

の研修に参加する。 

Ｂ 

全職員による実践レポート 
に取り組み、地域の研修や課 
題別研修にも積極的に参加 

した。 

生徒の人権教

育学習推進 

生徒が人権感覚を

身に付け普段の生

活に活かす。 

 

・人権教育推進委員会と各

学年会が連携し、学期１

回以上のＬＨＲを実施

する。 

Ｂ 

各学期に１回の人権ＬＨＲ 

を実施するとともに、学期 
に１回の職員研修により、指
導者の意識を高めることが

できた。 



「命を大

切にする

心」を育む

指導 

自己肯定感と

他者受容の心

の育成 

命を大切にし、安

心、安全な学校生

活を送ることがで

きるようにする。 

・アンケート等により生徒

の実態把握をして指導。 

・命を大切にする心を育む

指導を人権特別支援教

育部と学年が連携し計

画的に進める。 

Ｂ 

いじめの実態調査のアンケ 
ートを行った結果、約１０件 
のいじめが確認できたので、 

速やかに対応した。今後も 
引き続き実態把握と早期解 
決の対応を行う。 

特別な支

援を要す

る生徒へ

の支援 

集団生活に適

応できる支援 

支援を要する生徒

の理解を深め、個

に応じた指導を推

進する。 

・個別の支援計画を作成し

情報を職員間で共有。 

・生徒サポート委員会を定

期的に開催し、具体的支

援を検討する。 

Ｂ 

生徒理解研修を学期に１回 
開くことにより、職員の共通 
理解を図ることができた。生 

徒サポート委員会も定期的 
行い、個々の生徒の支援につ 
いて検討することができた。 

 

いじ
めの
防止
等 
  

いじめの

未然防止 

いじめの発生

を未然に防ぐ 

生徒が良好な人間

関係の中で学校生

活を送ることがで

きるようにする。 

・学年会と生徒サポート委

員会が連携し、生徒観察

、情報共有を行う。 

・教育相談部と生徒会が連

携し、いじめ防止のため

の啓発活動を行う。 

Ｂ 

各学期に１回のいじめ防止 

対策会議を開き、外部の専門
家を交えて情報交換をする
ことにより、対策は十分でき

た。また、いじめ未然防止の
指導を徹底するための校外
研修に積極的に参加した。 

 

いじめ発

生時の対

応 

いじめが発生

した際の適切

かつ迅速な対

応 

いじめが発生した

際の対応や解決策

について検討する 

 

・いじめ防止対策委員会で

情報共有、実態把握を行

う。 

・トラブルや誤解があれば

解決に向けて、事例等を

もとに具体的な組織的

対応策を検討する。 

Ａ 

いじめ防止対策基本方針及 
びいじめ防止対策マニュア

ルなどを活用し、いじめの原
因や個々のいじめが起こっ
たメカニズム、具体的な対応

、解決の糸口など、今後とも
組織的に対応していく。 

保健
安全
   

環境教育

の推進 

環境問題意識

の高揚 

保健・美化・環境

委員会を中心に環

境問題を主体的に

取り組む。 

・教職員と生徒が協力して

、環境美化コンクールを

実施する。 
Ｂ 

美化コンクールを教室以外 

の場所も対象として生徒主 
体で実施できた。今後、校内 
美化の意識向上に向けて継 

続して取り組む。 

教育環境

の保健安

全管理 

保健安全管理

意識の高揚 

安全点検後の必要

な改善を徹底させ

る。 

 

 

・定期的または日常の安全

点検を実施し、危険箇所

は早急に改善を図る。 Ａ 

職員で定期的に安全点検を

行い、問題があれば事務で早

急に対応した。校舎が古くな

っているので、今後とも安全

点検は丁寧かつ迅速に行う。 

専門
教科
の推
進 
  

商業・農業

・福祉 

の専門教

育活動の

推進 

専門教育活動

の充実 

学科の独自性を重

視した教育活動を

地域と連携し実践

する。 

・地域の企業及び施設との

連携しｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを行う 

・各種資格取得を推進する 

・農業クラブ活動のより充

実を図る。 

Ｂ 

各学科の地域での活動を、報

道機関や阿蘇市の広報誌な

どを通して広報することが

できた。今後も積極的な情報

発信に努める。 

専門学科

の地域貢

献 

商業・農業・

福祉の特性を

活かした地域

貢献 

地域や幼保小中学

校との連携を充実

させる。 

・農業担い手の育成や商品

開発に取り組む。 

・体験学習として幼小中学

生と花いっぱい活動を

行う。 

・地域のイベントに積極的

に参加する。 

Ｂ 

野焼き、復興支援活動ボラン

ティア、地域・学校花いっぱ

い活動や地域イベント（成人

式、科学、文化、スポーツ等

）に数多く参加し、生徒が主

体的に活動する体験を推進

できた。 

学校
改革
の取 
組□
□ 

校務改革

の取組 

生徒と向き合

う時間の確保 

ＳＨＲ時に生徒と

向き合う時間を確

保している。 

・週４回実施していた職員

朝会を、週３回に縮減す

る。 

・ＨＲ担任が、教室で生徒

を迎えるよう心掛ける。 

Ｂ 

職員朝会は短時間で行い、学

年の打合せ時間を十分取る

ことができた。ＳＨＲでＨＲ

担任が、生徒と向き合う時間

を確保することができた。 

 

地域
連携 

地域社会

に理解さ

れる学校

づくり 

学校と地域社

会の協力体制

の構築 

防災型のコミュニ

ティ・スクール作

りに取組み地域の

安全・安心に貢献

する。 

 

・地域との運営協議会を３

回実施し、避難所として

の施設利用計画を作成

する。 

・阿蘇市と協定を締結する 

Ｂ 

学校運営協議会を実施し、災

害時の協力体制について検

討することができた。   

阿蘇市との協定はまだでき

ていない。 

 



４ 学校関係者評価 
〇生徒数が減少しているが、来た生徒をしっかり育ててほしい。農業食品科とグリーン環境が一

緒に授業するカリキュラムを考えてはどうか。 
 
〇校舎が古くなっていること、校舎間の移動が大変なことを考えると、将来的には校舎を一つに

するように検討してほしい。 
 
〇両校舎合同で行った五岳祭、涌穂祭は多くの人で賑わい大変よかった。 
 
〇福祉の現場では阿蘇地域の人材不足に直面している。受け皿作りに地域の施設が力を合わせて

説明会を開くなどの取組を行っている。卒業後、地元で活躍してくれる人材を育ててほしい。 
 
〇先生が保護者から尊敬をされるような学校にしてほしい。また、親が子供を大切に育て、子が

親を尊敬する社会にしてほしい。 
 
〇授業参観日を設定してもらい参観しやすくなった。授業を見ると生徒の様子がよくわかった。 
 
〇以前は長年勤務する先生がいたが、最近はあまり聞かない。地域の特性があるので、腰を据え

て仕事をする職員がいてよいと思う。 
 
〇学校評議員会は個々の都合もあると思うが、様々な意見が聞けるように日程調整してほしい。 
 

 

５ 総合評価 
（１）自己評価（職員アンケート）より 

  全体的には昨年の評価とほとんど変わらなかった。 
本年度は、「地域連携」が新たに評価項目に加わったが、学校運営協議会をほぼ予定どお

り行った。阿蘇清峰校舎では地域住民との避難訓練を行っており、生徒が家庭でも防災を話
題にしていたが、阿蘇校舎では防災に関する啓発が今後必要である。 

  進路保障について職員の評価は高いが、生徒評価では進路決定に向けて積極的に行動して
いる生徒は少な。１年次からの進路意識の高揚と自己教育力の育成が課題である。 

  生徒指導に関しては、両校舎の共通理解はできてきているが、さらにステップアップする
ために、生徒自身に考えさせながら指導することが求められている。 

 
（２）学校関係者評価（生徒アンケート）より 
   全般的に良い評価となっているが、「進路指導室の利用」、「防災に関する啓発」がＣと

っており、１学年からの指導や啓発が課題である。インターンシップや学校行事、生徒指導
については良い評価であり、生徒が落ち着いて学校生活を送っている様子が窺える。ところ
が、学校生活が充実している割合が高いが、生徒・保護者の「入学してよかった。」という
項目は、Ｂ以上の評価ではあるがこの３年で徐々に悪くなっており、アンテナを高くして原
因究明に努めたい。   
 

（３）学校関係者評価（保護者アンケート）より 
全般的に生徒の評価と同じ項目が良い評価になった。学校行事（体育祭、文化祭、クラス

マッチなど）や部活動の充実、学校における生活指導（挨拶、時間の厳守、服装、頭髪）、
「阿蘇中央高校に子どもを入学させてよかった」という項目はＡとなった。学校の指導に対
して一定の評価を頂いているが、Ｄと評価された方もあり、疑問に思われたことは率直にご
相談いただきながら、生徒の育成に努めたい。 
 

（４）アンケートから見える今後の方向性 
・個々の生徒の興味・関心を高め、自ら学び自ら考えて行動する生徒の育成に努めること。

  ・地域の特性を生かした学校づくりを職員一丸となって取り組んでいくこと。 
・入学してくる生徒にしっかりと向き合い、阿蘇地域の高校生として地域に愛され、地域に

密着した活動ができる生徒の育成を継続して取り組んでいくこと。 
 

 



 
 

６ 次年度への課題・改善方策 
〇普通科 
 ・学習時間が少ない生徒に対する手立て・・・・・・・各教科の課題等の検討 
 ・基礎学力が定着していない生徒への指導・・・・・・生活習慣の改善に向けたアプローチ 
 ・総合的な学習の時間等を利用した進路意識の高揚・・探求活動や発表会の充実 
 
○農業食品科 
 ・情報環境の整備の充実・・・立体プロジェクターの導入 
 ・４年制大学への進学・・・・学力ある生徒への啓発（将来の地域指導者の育成） 
 ・農業クラブの活動・・・・・農業クラブの対外研究発表会等への参加 
 ・地域への広報活動・・・・・広報誌や中学校職員との交流等 
 
○グリーン環境科 
 ・地域貢献活動及び広報活動・・・・演習林の木材を阿蘇神社に提供 
 ・公務員志望への啓発と早期指導・・農業鑑定競技や資格への挑戦 
 ・プロジェクト活動の推進・・・・・１年次から参加 
 ・草原維持活動の継続・・・・・・・作業の安全確保及び茅の有効活用 
 
○社会福祉科 
 ・ニーズに応じた進路保障・・・・・・・「保育福祉類型」の新設、徹底した国家試験対策 
 ・専門性の向上と主体的な活動の促進・・介護技術コンテストへの取組 
 ・地域から学ぶ環境づくり・・・・・・・福祉施設での介護実習ボランティア活動の充実 
 
○総合ビジネス科 
 ・販売実習やボランティア活動の推進・・・・地域復興支援事業等の積極的な活用 
 ・役所や商店街との連携及び情報の発信・・・生徒の発想力を高める授業・講演会 
 ・ＩＣＴコンテストやワープロ競技大会などへの積極的な参加 
  


